
市
都
市
緑
化
推
進
協
会
で

は
、
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
進
め
て
い
こ
う
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月
27
日
か
ら
は
、
初
心
者

を
対
象
と
し
た
「
や
さ
し
い
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
連
続
講
座
」
を
実

施
し
ま
す
。

同
講
座
は
、
今
人
気
の
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
知
識
を
、
実

習
を
交
え
な
が
ら
学
習
す
る
も

の
。
四
季
折
々
の
植
物
を
用
い

な
が
ら
、
植
物
の
管
理
方
法
、

資
材
の
活
用
方
法
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
の
効
用
な
ど
を
学
べ
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
27
日
〜
11
月
25
日

毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
８
月
を
除
く
）

会
場

天
寿
園

定
員

先
着
20
人

参
加
費

７
０
０
０
円

申
し
込
み

同
協
会
（
�
２
３

２
・
７
４
０
０
）
へ

同
協
会
で
は
、
民
間
団
体
が

実
施
す
る
緑
化
推
進
活
動
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
と
な
る
の
は
、
①

緑
化
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
②
講
演
会
な
ど
広
く
市
民
に

緑
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
③
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の
緑
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
―
―

な
ど
で
す
。

昨
年
度
は
、
花
絵
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
花
筏

い
か
だ

な
ど
、
４
つ
の
活

動
に
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

助
成
金
額

経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
１
件
10
万
円
ま
で

（
助
成
金
は
予
算
の
範
囲
内
で

交
付
）

※
経
常
的
な
人
件
費

や
運
営
費
の
ほ
か
、
す
で
に
補

助
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
団
体

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

申
し
込
み

７
月
31
日
ま
で
に

申
請
書
を
白
山
浦
１
・
６
１

３
・
６
９
、
同
協
会
へ

同
協
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
緑
化
活
動
を

さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
、
賛
助

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
は
個
人
約
４
０

０
人
、
法
人
30
社
に
上
り
ま
す
。

会
員
に
は
、
同
協
会
が
主
催
す

る
催
し
物
の
参
加
案
内
が
送
付

さ
れ
る
ほ
か
、
花
木
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
協
力
店
で
の
花
木
や
園

芸
資
材
の
店
頭
割
引
（
約
10
％
）

な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費

個
人
…
１
口
２
０
０

０
円
、
団
体
・
法
人
…
１
口
１

万
円
（
何
口
で
も
可
）

※
会

費
の
一
部
は
、
ま
ち
の
中
に
緑

を
増
や
す
た
め
の
事
業
の
費
用

と
し
て
も
役
立
て
ら
れ
ま
す

申
し
込
み

同
協
会
へ

市
で
は
、
生
ご
み
を
た
い
肥

に
す
る
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容
器
を

減
額
販
売
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減

量
化
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容
器
＝
図
＝
は
、

密
閉
式
の
ポ
リ
容
器
で
２
個
１

セ
ッ
ト
。
台
所
な
ど
室
内
に
置

「
ケ
シ
」
の
中
に
は
、
モ
ル

ヒ
ネ
や
ア
ヘ
ン
の
原
料
と
な
る

「
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
」

が
あ
り
ま
す
。

ケ
シ
は
花
が
き
れ
い
な
た
め
、

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
と
は

知
ら
ず
に
栽
培
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
の

特
徴
は
、
茎
や
葉
が
白
っ
ぽ
い

緑
色
を
し
て
い
る
、
草
丈
が
１

�
以
上
に
な
る
、
茎
が
太
く
し

っ
か
り
し
て
い
る
、
花
期
が
終

わ
る
と
円
形
の
か
な
り
大
き
な

け
し
ぼ
う
ず
を
つ
け
る
―
―
で

す
。ま

た
他
の
ケ
シ
と
見
分
け
が

つ
き
に
く
い
た
め
、
花
の
咲
く

５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
こ
ろ

が
一
番
発
見
し
や
す
い
時
期
と

い
え
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
や
、

そ
の
疑
い
が
あ
る
も
の
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
保
健
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課

（
�
内
線
３
６
１
３
）
へ

き
、
十
分
に
水
切
り
し
た
生
ご

み
を
入
れ
た
上
に
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ

（
微
生
物
と
米
ぬ
か
な
ど
を
混

ぜ
た
粉
状
の
も
の
）
を
振
り
掛

け
、
ふ
た
を
し
て
密
閉
し
ま
す
。

容
器
の
下
に
た
ま
っ
た
液
肥
を

小
ま
め
に
抜
き
な
が
ら
こ
の
手

順
を
繰
り
返
し
ま
す
。
容
器
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、
直
射

日
光
の
当
た
ら
な
い
場
所
に

１
・
２
週
間
置
い
て
か
ら
土
に

埋
め
る
と
、
３
・
４
週
間
で
た

い
肥
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

生
ご
み
を
た
い
肥
に
変
え
、

家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容
器

２
個
１
セ

ッ
ト
（
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
付
き
）
。

容
量
は
20
�
（
直
径
約
30
�
、

高
さ
約
40
�
）
、
価
格
は
１
セ

ッ
ト
１
５
０
０
円

販
売
個
数

６
０
０
セ
ッ
ト

配
付
方
法

宅
配

申
し
込
み

５
月
27
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
容
器
名
を

記
入
し
、
下
木
戸
３
・
４
・
２

エ
コ
ー
プ
ラ
ザ
（
�
２
７
０
・

３
０
０
９
）
へ

※
月
曜
休
館
。
応
募
多
数
の
場

合
抽
選

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
白
血
病
な

ど
の
難
病
に
苦
し
む
人
に
、
骨

髄
液
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
を
登

録
す
る
制
度
で
す
。

骨
髄
移
植
に
は
、
患
者
と
ド

ナ
ー
の
白
血
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ

型
）
の
一
致
が
必
要
。
し
か
し
、

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
一
致
す
る
の
は
、

数
百
人
か
ら
数
万
人
に
１
人
と

非
常
に
低
い
確
率
で
す
。
ド
ナ

ー
の
目
標
登
録
者
数
は
30
万
人

で
す
が
、
３
月
末
現
在
の
登
録

者
は
全
国
で
12
万
７
５
４
０

人
。
提
供
者
が
現
れ
な
い
た
め

に
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
患
者
が
大
勢
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
の
は
、

20
歳
以
上
50
歳
以
下
の
、
体
重

が
男
性
45
�
以
上
、
女
性
40
�

以
上
の
人
。
骨
髄
提
供
の
内
容

を
十
分
に
理
解
し
、
骨
髄
提
供

に
つ
い
て
家
族
の
同
意
を
得
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
登
録

の
受
け
付
け
は
、
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
東
堀
献
血
ル
ー
ム

で
、
毎
週
月
・
水
・
木
・
日
曜

日
（
日
曜
日
は
午
後
の
み
）
に

行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
窓
口
な
ど

で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

保
健
所
総
務
課

（
市
役
所
第
２
分
館
１
階
）、
市

民
課
、
地
区
事
務
所
、
連
絡
所
、

地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課

（
�
内
線
３
６
１
３
）
へ
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�
住
宅
改
修
費
の
請
求

利
用
者
は
、
費
用
を
全
額
支

払
っ
た
後
、
市
に
介
護
保
険
の

対
象
と
な
る
９
割
分
の
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
に
は
、

介
護
支
援
専
門
員
な
ど
が
作
成

す
る
住
宅
改
修
が
必
要
な
理
由

書
、
改
修
前
と
後
の
写
真
、
領

収
書
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
以
外
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
と
は

別
に
、
市
の
制
度
と
し
て
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。
助
成
額
は
80
万
円
ま
で

で
、
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

表
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
介
護

滑
化
な
ど
の
た
め
の
床
材
の
変

更
（
部
屋
の
畳
敷
き
か
ら
板
製

床
材
、
ビ
ニ
ー
ル
系
床
材
な
ど

へ
の
変
更
、
浴
室
の
床
材
を
滑

り
に
く
い
も
の
に
変
更
、
な
ど
）

④
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り

替
え

⑤
洋
式
便
器
な
ど
へ
の
取
り
替

え
（
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器

へ
の
取
り
替
え
。
和
式
便
器
か

ら
暖
房
便
座
や
洗
浄
機
能
が
付

加
さ
れ
て
い
る
洋
式
便
器
な
ど

へ
の
取
り
替
え
。
た
だ
し
、
既

設
の
洋
式
便
器
に
暖
房
便
座
、

洗
浄
機
能
を
加
え
る
こ
と
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）

⑥
①
〜
⑤
の
工
事
に
付
帯
し
て

必
要
と
な
る
工
事

Ｑ

介
護
保
険
で
は
、
住
宅
を

改
修
し
た
場
合
の
費
用
も
支
給

さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
改
修
が
対
象
に
な
る
の
で

す
か
？

Ａ

要
介
護
（
要
支
援
）
と
認

定
さ
れ
た
人
の
住
ん
で
い
る
住

宅
の
工
事
を
伴
う
軽
易
な
改
修

（
上
限
20
万
円
）
で
、
次
の
改

修
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
廊
下
や
階
段
、
浴
室
、
ト
イ

レ
な
ど
の
手
す
り
の
取
り
付
け

②
床
の
段
差
の
解
消

③
す
べ
り
の
防
止
、
移
動
の
円

住
宅
改
修

保
険
と
市
の
両
方
の
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
請
求
方
法
は
介
護

保
険
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
表
の
受
付
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
８
１
）
へ

対象（条件をすべて満たす世帯） 受付窓口

・要介護（要支援）と認定された65歳以上の人
がいる世帯

・世帯全員の前年の収入合計が600万円未満
・65歳以上の人が住んでいるか、工事完了後速
やかに住む見込みのある持ち家の改修（増
築・新築を除く）

高齢者福祉課
�内線2655

市福祉公社
�248-7169

表　市の住宅リフォーム助成制度

図 EMボカシ容器

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。

※印は栄養士による相談あり

地　区 月　日 会　　　場 時　間
鳥屋野
木　戸
坂井輪
松浜・南浜・濁川
山の下
坂井輪
石 山
関屋・中央
沼 垂
濁 川
入　舟

５・15
５・16
５・19
５・22
５・24

５・26

５・16

５・17

５・18

※南地域保健福祉センター
※木戸コミュニティセンター
※西新潟市民会館
※北地域保健福祉センター
※中地域保健福祉センター
※寺尾中央公園自治会館
※シルバーピア石山
※中央地域保健福祉センター
老人憩の家・沼垂荘

※濁川連絡所
※入舟分室

午後１時半～３時

午前10時～11時半
午後１時半～３時

講演会「“ひきこもり”を考える
～どうして？そして、どうする？」

日時 ５月23日午後１時15分～２時45分
会場 新潟グランドホテル
講師 近藤直司（山梨県精神保健福祉セ
ンター所長） 定員 先着100人
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3665）へ

年代別のお弁当づくり講習会

定員 各会場先着30人　参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3669）へ

月日 会　場 時　間 内　容
5・26 南地域保健福祉センター 午前10時

～午後１時
家族向けの弁当作り

5・29 坂井輪地域保健福祉センター 中学生向けの弁当作り

体脂肪を減らす食事と運動講習会
日時 ５月31日午前10時～午後１時
会場 中央地域保健福祉センター
定員 先着30人　参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3669）へ

住 ま い の 相 談
日時 ５月16日午前10時～午後３時
会場 建築国保会館（川岸町3）
内容 新・増・改築、住宅資金、ほか
問い合わせ 新潟地域住宅相談協議会
（�266-6650）へ

精神障害者家族の集い
日時 ５月21日午後１時～４時
会場 総合福祉会館
内容 講演「病気と地域リハビリについ
て」金子晃一（県立小出病院医師）
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3665）へ

親と子の交通安全教室
日時 ５月21日午後１時～３時半
会場 鳥屋野交通公園
内容 ゴーカート、ゲーム、ほか
対象 ３歳～小学３年生の親子50組
申し込み ５月16日（消印有効）まで
に往復はがきに住所、親子の氏名・年齢、
電話番号を記入し、関屋浜松町22、交
通新時代・新潟（新潟関屋自動車学校内�
265-0101）へ　※応募多数の場合抽選

献血バス「ゆうあい号」

５・14

５・15
～17

５・21

５・22

５・23

５・27

月　日

ジャスコ新潟東店

新潟大学保健管理センター

デッキイ401

日本たばこ産業�新潟支店

新潟ファッションビジネ
ス専門学校
マクドナルド万代シテイ
店前

午前10時～11時半
午後０時半～４時
午前９時半～正午
午後１時～４時
午前10時～正午
午後１時～４時
午前８時45分

～10時45分
午前10時半～11時40分
午後０時40分～４時半
午前10時～11時半
午後０時半～４時半
午前10時～午後１時
午後２時～５時半
午前10時～午後５時半

会　　　　　　場 時　　　間

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）第２・４火曜除く毎日　　　
ばんだい（万代シネモールビル２階）毎週水曜除く毎日

（大形本町３）

（五十嵐２）

（出来島）

（万代２）

（古町通６）

（万代１）

問い合わせ 県赤十字血液センター（�230-1702）へ

市民「友好の翼」参加者募集
問い合わせ 新潟国際友好会館（�225-
2777）へ

園 芸 教 室
日時 ５月18日午後１時半～３時半
会場 農林中央金庫新潟支店（寄居町）
参加費 500円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 小林（�222-4155）へ

国際ボランティア・トークセッション2000

“新潟から心の輸出”
日時 きょう14日午後２時半から
会場 総合福祉会館
問い合わせ ＮＶＣ新潟国際ボランティ
アセンター（�222-7899）へ

親子ボランティア１日体験
日時 ５月27日午前10時～午後３時
会場 総合福祉会館
内容 手話を学ぼう、車いす体験、ほか
対象 小学３年生以上と親先着20組
参加費 １人525円
申し込み 市ボランティアセンター（�24
3-4370）へ

良寛170年祭 創作能“日輪月輪”
日時 ５月20日午後２時半開演
会場 りゅーとぴあ能楽堂
チケット 4,000円
問い合わせ 文化振興課（�内線2155）へ

コース 日　程 参加費 定　員

ウラジオストク・ハ
バロフスク

６・29～７・３
（４泊５日） 156,000円

各先着15人
ウラジオストク・サ
ンクトペテルブルグ ６・29～７・６

（７泊８日）

228,000円

ウラジオストク・ユ
ジノサハリンスク 222,000円


